
「学生と実践的に創造するコロナ時代の教育」 
西山雄二 

（人文学部・フランス語圏文化論） 

2020年12月4日（金）15：00～17：15 
「学生と共に考える　ウィズコロナ時代の大学教育と学生支援」



１．人文社会学部・新入生向けの勉強会（４月） 

２．前期・教養科目「人間・文化・社会」（5-7月） 

３．１年生向け 学生証配付登校日（2020年8月1日） 

４．人文社会学部１年生による夏休み自主勉強会（2020年9月1日） 

５．後期・教養科目「フランス語圏の文化」（10-1月）



１．人文社会学部・新入生向けの勉強会 
4月初旬、人文社会学部の新入生のうち（220名）有志らが、教員に事前に読むべ
き基本文献のアンケートを実施。 
教員有志にて、自主的勉強会をオンラインにて組織。 
他学部も含めてのべ60名ほどの学生の参加。 

１）9日（木）雑談会 
２）12日（日）西山雄二（フランス語圏文化論）「疫病と人文知」 
３）16日（木）福岡麻子（ドイツ語圏文化論）「災厄と文学」 
４）20日（月）杉田真衣（教育学）「多様な性を生きているわたしたち」 
５）23日（木）深山直子（社会人類学）「先住民と環境問題」 
６）27日（月）大貫俊夫（歴史学・考古学）「14世紀の危機：天候、ペスト、ユダヤ人」



２．前期・教養科目「人間・文化・社会」（オンライン　330名受講） 
人文社会学部提供のオムニバス形式で、今年のテーマは「古典から学ぶ」。 
教員の発表、司会役の私との対談、質疑応答による立体的な構成。



工夫１） 
授業後、アフタートークとして、教員らが雑談を10分ほど配信した点も効果的。
視聴する学生らも休み時間の雰囲気を味わうことができた。



工夫２ 
7/6は社会学の宮台真司先生とともに、「コロナ禍と日本社会」と題して特別回。 
目の前にある感染症の危機について、この危機からみえてくる日本社会の特質について、
授業で考える機会を設けた。



工夫３ 
最終回7/27では、討論会「前期のオンライン授業、後期の大学」を実施。 
教員4名、教務係長、人文社会学部一年生7名が登壇。 
議論は授業後も続き、計3時間に。 
学生らの生の声を聞くことの重要性を再確認。



３．１年生向け 学生証配付登校日（2020年8月1日）の動画作品（9分）



４．人文社会学部１年生による夏休み自主勉強会（2020年9月1日） 
対面とリアルタイム配信（Zoom）によるハイフレックス形式 
学生6名が発表。参加は対面で30名、配信で30名（そのうち教員は10名）。



５．後期・教養科目「フランス語圏の文化」　210名受講 
学生にアンケートで意見を聞いた上で、基本的にオンライン、３週間に１度の
ペースで対面とリアルタイム配信によるハイフレックス形式。 

10/5　第１回　導入 
10/12　第２回　フランスの教育――哲学の教育と大学入試 
10/19　第３回　フランスの家族――結婚・離婚、PACS、出産・子育て 
10/26　第４回　原子力 
11/9　第５回　社会運動 
11/16　第６回　外国語学習　ゲスト講師＝志村響（語学塾こもれび塾長） 
11/23　第７回　フランスの移民 
11/30　第８回　共和制と君主制　右翼／左翼 
12/7　第９回　死刑 
12/14　第１０回　フランス人学生との対話 
12/21　第１１回　フランス人学生との対話 
1/4　第１２回　フランスの美術――近代絵画の誕生 
1/20　第１３回　フランスの食文化 
1/27　第１４回　景観の創出と保全





工夫１　 
希望者（約150名）に 
レジュメ一式の郵送



工夫２ 
11/16　外国語学習　 
ゲスト講師＝志村響 
（語学塾こもれび塾長）



工夫３ 
フランス人留学予定者
との対話



成果と課題 

１）学生（新入生）の自主性や創造性 
新入生は自発的にLINEグループを形成しており、困難な状況でも情報共有し交流
するたくましさをもっている。彼らの自主性や創造性に後押しされるようにし
て、こうした授業や活動を成功させることができた。 

２）技術上の改善 
対面と同時配信のハイブリッド形式の授業をどこまで効果的に実施できるのか。 

３）キャンパスライフの確保 
授業以外のキャンパスライフを（授業内で）いかにして保証するか。 

４）東京と地方 
首都圏と地方（東京を忌避する感覚は根強い）の分断状況をいかに緩和していく
のか。 

５）教育活動のアーカイヴ化 
オンライン授業による教員の自己ＦＤ効果。


